
京華高等学校 ２年
齋藤貴宏

大隅半島の関係人口
３年目です！

かごしま政策アイディアコンテスト

大隅半島の農村部における
新たな広域観光政策の提案



大隅半島観光の現状

「㈱おおすみ観光未来会議」が
発足・地域連携DMOとして認定。

大隅半島では従来型の観光（戦跡ツアー・景観地観光）以外に、
農家民泊等の「グリーンツーリズム」の推進を積極的に行っている。

大隅半島最大の都市「鹿屋市」では…
「鹿屋市農泊推進協議会」が発足。

フェリーと養殖ぶりのマチ「垂水市」では…
「うのばい地域再生ネットワーク」が発足。

大隅半島の広域観光推進のため、大隅半島９つの地域で構成された

～グリーンツーリズム～

～日本版 地域連携ＤＭＯ～



大隅半島 観光の現状分析

～国内旅行者～
鹿児島観光地ランキング上位２０で

大隅半島の観光地は

佐多岬と雄川の滝のみ！
（ＲＥＳＡＳ観光マップ国内目的地分析）
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外国人旅行者は

大隅半島を観光地として
認知していない。

雄川滝佐多岬



今、大隅半島は既存のものを活かした
付加価値ある新たな観光政策を求めている！

～大隅半島の観光政策の問題～

地域の魅力を生かし、国内旅行者＆
インバウンドの集客を増やしたい。

少子高齢化によって社会保障・福祉費が増大

↓
観光に関する財源確保が全体的に厳しい



そこで提案する政策が…

グリーンツーリズム＆食育で
大隅を体感！

新たな観光PRの実行

大隅の自然と食・文化 × ＤＭＯによる
新たな観光地創りプロジェクト



～ターゲット層～
まちづくりマップ From-to分析
～国内旅行者～
RESASのデータより、
近畿・中国・四国・九州地方からの
旅行者を主要ターゲットとする。

観光マップ 外国人 外国人訪問分析
～インバウンド～
①東アジア（中国・台湾・香港・韓国）や

東南アジア（ベトナム）からの旅行客

②FITの傾向がある
ヨーロッパや北米地域からの観光客



自然 文化 人

大隅半島に１００軒以上ある

農家民泊＆民泊の活性化

No.1 グリーンツーリズム＆食育で大隅を体感！

～農泊推進について～



宗教上の食対応Wi-Fi設備

施設インフラの
充実化

多言語対応

ハード面の問題解決には…
多額の費用負担が事業者に！



No.1 グリーンツーリズム＆食育で大隅を体感！

鹿児島食の宝庫「大隅半島」には
多くの農場や漁場と生産者がいる。

それを活かして・・・
実際の生産現場で、食品生産を体験できる

食育ツーリズムを行う！

大隅半島の１次産業や地産地消
地域経済の活性化につなげられる。

～食育ツーリズム～



政策実行にかかる費用（概算）

～グリーンツーリズム助成金事業～
１事業につき上限５０万円×３事業（初年度）＝１５０万円
～食育ツーリズム推進助成金事業～
１事業につき上限３０万円×５事業（初年度）＝１５０万円

総額300万円
調達先（仮定）：鹿児島県農政部、PR観光戦略部、商工労働水産部

補足資料）令和２年度当初予算要求状況より

県農政部要求予算…約５２００万円
〃 PR観光戦略部要求予算…約４００万円
〃商工労働水産部要求予算…約１９００万円



No.２ 新たな観光PRの実行

従来の観光PR
パンフレットばら撒き型観光PR

PRしたい人を定めず、観光パンフレットを数撃てば当たるという
考え方で不特定多数に配布している。

しかし、PRとは本来ターゲットを絞って行うもの。
不特定多数へのPRならインターネットやSNSのほうが有効＆コストが安
い。

観光客増加に最も有効な
新たな観光PRを提案！



No.２ 新たな観光PRの実行

① 訪問客を広告塔へ PRターゲット：国内外の観光客

大隅半島を訪問する人
→大隅半島に興味を持って遠方からわざわざ足を運んでくれた。

大隅半島での観光や体験を
SNSにUP＆拡散。

大隅半島に滞在

大隅の魅力を知らない
観光客のもとに情報が届く！



No.２ 新たな観光PRの実行

② 鹿児島に来てからのPR PRターゲット：鹿児島を訪れた人

～「大隅観光コンシェルジュ」の設置～

大隅の観光情報を一元化→観光客の多様なニーズへ対応可能！
観光客の充実度・満足度向上、

リピーターの確保につながる

・おすすめの観光地、観光ルートの紹介
・体験プログラムやレストラン、宿泊施設の予約

～事業内容～

大隅DMOの職員を鹿児島県の玄関口（中央駅・空港）に
ある「既存の観光案内所」に派遣し、以下の事業を行
う。



No.２ 新たな観光PRの実行

③ 関係人口を用いたPR PRターゲット：首都圏在住の人

～首都圏の中高生×大隅半島の観光PR～

大隅半島の認知度向上と地域PRを
文化祭等での物産展を通して行っている。

今後は、学外でも物産展活動を行うことで物産や名産品の
販路拡大と地域の観光ＰＲを行い、持続可能なＰＲを目指
す。

現状



PR政策実行にかかる費用（概算）
総額3000万円

「広域周遊観光促進のための観光地域支援事業」
「観光振興事業」の2つの助成金から拠出。

大隅DMO
整備計画を作成

鹿児島県
補助対象事業者

二者の緊密な連携が求められる



・新たな観光地「大隅」を全力で応援！

県が行う事業

・グリーンツーリズムに対する
助成金の設置・強化

・地産地消推進店制度の推進

・おおすみ観光未来会議との連携

・大隅半島の高校生を交えた
観光についての意見交換会を実施



8.9 2030年までに、雇用創出、地方の文化振興、産品販促につながる
持続可能な観光業を促進するための政策を立案し実施する。

11.a 各国・地域規模の開発計画の強化を通じて、経済、社会、環境面における
都市部、都市周辺部及び農村部間の良好なつながりを支援する。

最後に…

当企画はＳＤＧｓに沿った
大隅半島で持続可能な観光地開発計画です。



首相官邸 ＳＤＧｓ推進室が策定した

「ＳＤＧｓアクションプラン２０１９」
「ＳＤＧｓ実施指針」優先課題③に該当する政策です。



～ ～
ご清聴ありがとうございました。


